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7. 	 ECDに合併した左上大静脈左房潅流の一治験例
舟生邦Ut]，足立郁夫(千大)
先天性心疾患に大静脈系の異常を伴うことは稀ではな
いが， ECDに LSVC左房潅流を合併した例は本邦で
も 10数例を見るにすぎない。患者は心雑音を主訴とす
る6才の女子で，チアノーゼはなく，著明な左軸偏位，
収縮期雑音， II音固定性分裂，心房レベルでの左右短
絡所見等から ECDの診断のもとに関心術施行。手術時
一次口欠損，僧帽弁裂隙の他，冠静脈洞， LSVCがそ
れぞれ左房-に関口していた。 LSVCを結繋し，術後軽
度の頭部，顔面浮腫を残したが，術後に行なった左上大
静脈造影では左右の SVC聞に充分な副血行路の存在が
確認された。 
8. 	 年長者 (40才)フアロー四徴症の一例
小久保茂樹，磯村勝美(千大) 
5rv6才時よりチアノーゼが 1-[:'，現し，先天性心疾患を
指摘されていたが最近症状が悪化し，根治手術を行なっ
た。 20才以上 TfFの生存率は 7'"'-'8%にすぎず， 40才
以上の症例はきわめて少ないが， Bjenu1fは3例の 40
才以上の TfFの根治手術に成功している。年長者 TfF
では心機能の障害と心臓以外の疾患にかかりやすいた
め，外科的リスグが高くなるが，一方側副循環が発達し
左室の発育が良好なので積極的に根治手術を行なうこと
が勧められる。 
9. 	 新生児十二指腸穿孔の一治験例
山崎章郎，飯田秀治(千大)
新生児消化管穿孔はどの部位にも起こり得るが，十二
指腸穿孔は稀であるとされている。本邦でも現在までの
報告例は 20例に満たない。最近われわれは著明な腹部
膨満を主訴とした生後 3日目の女児で，腹部単純撮影に
て胃穿孔と診断され，開腹の結果十二指腸穿孔であった
症例を経験しこれを救命せしめたので，その診断，術前
管理，手術，消化管穿孔における位置，原因論などを，
文献的考察を加え報告する。 
10. 小児胸腺腫の一治験
宮崎勝(千大)
成人に比し小児胸腺腫は，非常に稀な疾患で予後不良
といわれているが，われわれの経験した手術，放射線に
より好結果を得た 6か月の小児胸腺腫の報告を行なっ
た。また，免疫学的観点より， PHA試験を利用し血清
因子に関する簡単な実験を行なった結果，胸腺腫に合併
する細胞免疫能の低下に何らかのI(ll消中の因子が関係し
ていることがわかった。このlU 明は小児1I制球fI肖悶子のW(:
腫の本態に直陵関係がある可能性と，これを治療のノミラ 
しる。;1メーターとして手リ用しうると:考えら
11. 小児肺分画症の 2例について
足立倫康，丸山卓治，高井 ìri~l，香西裏，
小中吉五郎，大野一英，小林裕夫(松戸市立) 
12. 最近 5年間の小児手術症例について
堀中悦夫，唐木清一，問中寿一，苅喜部一
(君津中央)
最約近 5年半の小児手術例について報告。小児手術総
数 413f71j，総手術数の 25.4%。死亡数6例(し 5%)。お
もな疾患は鼠径ヘルニア 2044例で男児は女児の 2倍の
頻度。虫垂炎 83f7ljで穿孔例は 13例 (15.6%)，腸閉塞 
)，(80.6%例29例で原因としては腸重積症が最も多く36
腫重積症では 0才 19例で (65.5%)と最も多い。観血的
整復 29例 (72.5%)，非観血的整復 1例 (27.5%)，陰 
9 (ylj例鼠径ヘルニアの合併は29重は1のう水腫，精索水
(31.3%)。他に珍しい京例 2rv3報告す。 
13. 成人の肥厚性幽門狭窄症の一例
松下徳良，門井隆司，増田 部(井上病院)
症例:25才，男。主訴: 心高部膨満感， PlM!.気。レン
トゲン的に胃の拡張，幽門部の細狭，幽門中央部に突出
した像を見る。パリウムの軽度の幽門通過障害を認める
が十二指腸は通過良好である。胃内視鏡所見:嬬動冗進
が著明で，幽門輸で急に消失し，かつ幽門輸の狭小とI1巴
厚が認められた。手術:Billroth 1法にて胃切除術を施
行した。組織標本では幽門筋の肥厚は全周に渡ってほぼ
同じで約 7mmあった。 
14. 	 13年の間隔を経て発生した重複早期癌の一例
鯵坂秀明(浦賀病院)
胃の良性疾患手術後の所謂残胃癌の報告はしばしばみ
られる。早期間癌手術後，異時性に発生した同一組織の
早期胃癌症例はあまり報告をみない。われわれは一次癌
手術後 13年の間隔を経て発生した I型早期胃癌例を経
験した。
